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社会学部論集 第 36号（2003年 3月）
―１６７―
































































































































































































































































































































































































































































































設問 22 あなたは A, B, C のどの指導員の意見に近いですか
1．A 指導員の意見に近い 2．B 指導員の意見に近い
3．C 指導員の意見に近い 4．わからない
設問 23 あなたの学童では実際にはどういった形で係活動をしていますか
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表 4−1−3 場面 IV 指導員の資質（子どもの親代わりになれる）とのクロス表





























表 4−1−4 場面 IV 指導員の資質（冷静に観察できる）とのクロス表

































































































社会学部論集 第 36号（2003年 3月）
―１７３―
かなりのレベルで合意がなされてきているように思う。
とりわけ，子どもとの直接的な関係の中で問われる専門性の中では「遊びの技能」と「遊び
を選択し構成する技能」が中核的な技法として位置づいていることが取り上げられた。また，
それ以外にも文化的な活動や基本的な生活習慣の確立などを通して「生活力」を養うこと。具
体的には，学童保育では，「生活づくりの活動と領域」と呼ばれるものである。手仕事やつく
る活動，飼育・栽培活動，演劇や音楽・絵画といった活動を通して子どもたちのより豊かな生
活内容を創造していこうとするのである。さらに，子どもとの間接的な関係の中で問われる専
門性－親，学校，地域といった中にも，いくつかの重要な柱がある。しかし，今回の業務調査
が「あそび」をはじめとした指導員の専門性が問われる場面とかかわって取り上げたこともあ
り，実際の指導員の多面的で総合的な仕事の内容かが過不足なく吟味され検討されたわけでは
ない。
これまでも，学童保育の専門性については，学童保育の日々の実践と共同研究により深めら
れてきた。学童保育の具体的実践の中での判断や行動が問われる場面に着目することにより，
学童保育実践が，子どもとの関係では，指導員が新たな発見をうみだす過程であり，親にとっ
ては子どもの新たな可能性を秘めていることへの「気づき」を助ける実践でもあることが明ら
かにされた。そういう意味でも，学童保育実践の場が新たな発見と可能性をもった「場」であ
るということが言える。
このような専門性を有している「場」としての学童保育が，さらに社会的な承認を獲得し公
共性をもった地域の事業として発展させていくために，学童保育の専門性や指導員の業務指針
を明確なものにし，あわせて資格制度や養成教育のあり方等についても検討していくことが焦
眉の課題となっている。この点については，引き続き作業を進めていくことにする。
本研究については，2002年度佛教大学特別研究助成を得て進めたものである。
本調査の質問紙票の作成，及び，集計結果に関する分析については，学童保育指導員専門性
研究会の集団的議論を経て導き出されたものである。また，集計作業については，学童保育指
導員専門性研究会会員の石橋潔（久留米大学）により行われた。質問紙票設計に至るディスカ
ッションからの専門性研究の総括的な考察については植田が行い，調査の統計的分析に関する
考察については石橋の分析に負うところが大きい。
尚，最後になったが，本調査にご協力を頂いた大阪学童保育連絡協議会事務局の前田美子さ
ん，泊唯男さんにこの場を借りて謝辞を表する。
（うえだ あきら 健康福祉学科）
2002年 10月 16日受理
判断の問われる場面と専門性（植田 章）
―１７４―
